







通 報 者 DungThiThuy
Nguyen.
当 事 国 オランダ
通 報 日 2003年 12月 8日
見 解 採 択 日 2006年 8月14日
条 約 発 効 日 1991年~8月22日
事案の概要
1 通報者は,オランダに居住する女性であ
り,同国の弁護士 1名 と研究者 1名が通報者を
代理 している｡通報者は,給与所得者 としてパ
ートタイムで勤務すると同時に,夫が経営する
企業で も協働配偶者 (co-workingspouse) と
して業務に従事 している｡通報者は1999年 1
月より出産休業を取得 し,給与所得者 として加















てたが 1999年 5月に却下 された｡その後,也
裁に見直 しを請求 したが2000年 5月に棄却 さ
れたため,オランダの社会保障事件に関する最
高行政裁判所である中央控訴法廷に上訴 した｡














































































































とを懸念 す る｡また,1996年 平 等待遇 法
(WOA法)は,フルタイムおよびパートタイ
ム雇用者の平等な待遇を求めている｡オランダ
では,パートタイム給与所得者として働 く一方
で,配偶者の事業に従事するという就業形態は
主に女性に見られるものであるという通報者か
らの情報および当事国の第4回報告書における
パートタイム勤務は特に女性に多いという記述
を考慮すれば,WAZ法59条4項は,性に基
づ く間接差別を構成する可能性がある｡
3 よって,私たちは,当事国に対する以下
の勧告を作成 した｡
(a)雇用労働 と自営業の両方に従事する者の
男女比に関するデータを収集し,これが女
性に特有な就労形態といえるかどうかを検
81
討すること
(b)当該女性労働者の両方の仕事の合計労
働時間を考慮していないことから,妊娠 ･
出産を理由とする間接差別を形成する可能
性のあるWAZ法59条4項の非蓄積条項
について再検討すること
(C)検討結果に従いWAZ法を改正すること,
あるいは,
(a)自営業者のための新たな保険制度を策
定する際には,多様な雇用形態で働 く女性
のために,出産休業給付に関して条約との
整合性に十分配慮すること｡
(担当 :近江美保)
(本学非常勤講師)
